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（７）家庭系・乾電池 
 

 
 

 
 

家庭系・乾電池は予測精度が低いため、令和３（2021）年度の横ばいとした。 
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（８）家庭系・小型家電 
 

 
 

 
 

家庭系・小型家電は収集を始めた平成 26（2014）年度からの実績で予測し、増加傾向が比

較的緩やかなべき乗式を採用した。 
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（９）家庭系・プラスチック容器 
 

 
 

 
 

家庭系・プラスチック容器は収集を始めた平成 28（2016）年度からの実績で予測し、増加

傾向が比較的緩やかな自然対数式を採用した。 
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（10）家庭系・古紙 
 

 
 

 
 

家庭系・古紙は収集を始めた平成 28（2016）年度からの実績で予測し、増加傾向が比較的

緩やかな自然対数式を採用した。 
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（11）事業系・燃やすごみ 
 

 
 

 
 

事業系・燃やすごみについては、減少傾向が比較的緩やかなべき乗式を採用した。 
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（12）事業系・不燃ごみ 
 

 
 

 
 

事業系・不燃ごみは予測精度が低いため、令和３（2021）年度の横ばいとした。 
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（1３）事業系・埋立ごみ 
 

 
 

 
 

事業系埋立ごみは予測精度が低いため、令和３（2021）年度の横ばいとした。 
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（14）事業系・剪定枝 
 

 
 

 
 

事業系・剪定枝については、減少傾向が比較的緩やかなべき乗式を採用した。 
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（15）事業系・不法投棄物 
 

 
 

 
 

事業系・不法投棄物は予測精度が低いため、令和３（2021）年度の横ばいとした。 
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（1６）集団回収 
 

 
 

 
 

事集団回収については、決定係数の高いべき乗式を採用した。 
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2-4 ごみ排出量の予測総括 

 
注１）人口実績は「京都府推計人口」における推計人口（国勢調査ベース）。 
注２）家庭系の「不燃ごみ」は「直接埋立ごみ、スプレー缶、破砕ごみ、危険ごみ」を指します。 
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(23)のリサイクル量は、資源物の分別収集による資源化量に加えて、清掃工場での剪定枝の抜き取り・資源化や埋立ごみ

中の空きびんの抜き取りによる資源化量を含みます。そのため、Ｄ.資源化目標の資源化量合計の値と異なります。 
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【資料３】アンケート調査結果 

3-1 市民アンケートの概要 

＜調査の概要＞ 

調査時期：令和4（2022）年12月27日～令和５（2023）年１月16日 

調査対象：住民基本台帳から、市内に住む18歳以上の方を無作為抽出 

配 布 数：1,500票、回収数：632票（42.1%） 

 前回調査：平成24（2012）年10月 

 

＜調査結果の概要＞ 

調査結果の一部を抜粋して報告します 

 

問9 「SDGs（持続可能な開発目標）」という言葉をご存じですか。（○は１つ） 

「SDGs」の認知状況は、「言葉も内容も知っていた」が58.4％と最も多く、次いで「言葉は知

っていたが、内容は知らなかった」が23.6％、「知らなかった」が14.1％となっています。 

 

 

年齢別にみると、「言葉も内容も知っていた」は10歳代で92.9％と最も高く、年齢が高くなる

に従って認知度は低くなっています。 
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問10 「ゼロカーボンシティ」という言葉をご存じですか。（○は１つ） 

「ゼロカーボンシティ」の認知状況は、「知らなかった」が35.8％、「言葉も内容も知っていた」

が32.4％、「言葉は知っていたが、内容は知らなかった」が27.7％とおおむね同じ割合となって

います。 

 
 

問11 ごみの減量化やリサイクルなど、ごみ問題への関心度をお聞かせください。（○は１つ） 

ごみ問題への関心度は、「非常に関心がある」と「ある程度関心がある」を合わせて86.8％が

「関心がある」と答えています。 

前回調査と比べると、「非常に関心がある」と「ある程度関心がある」の合計はほとんど変わり

ませんが、「非常に関心がある」がやや減少し、「ある程度関心がある」がやや増加しています。 

 

年齢別にみると、「非常に関心がある」と「ある程度関心がある」の合計は年齢が高いほど高く

なっています。60歳代と70歳代以上では90％を超えています。 
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問14 あなたが利用されているごみ置場では、ごみ出しルールが守られていますか。（○は１つ） 

ごみ置場のルールについては、「おおむね守られている」が57.8％（前回「ときどき守られてい

ない」32.5%）と最も多く、次いで「きちんと守られている」が37.3％（前回「いつも守られて

いる」63.7%）となっています。なお、「きちんと守られている」と「おおむね守られている」を

合わせた9割以上のごみ置き場でルールが守られていますが、「きちんと守られている」が前回に

比べて約26ポイント減っています。 

 
 

問19 「雑がみ」はどのように排出していますか。（当てはまるすべてに○） 

「雑がみ」の排出状況については、「燃やすごみに出している」が54.7％と最も多く、次いで

「分別して再生資源集団回収に出している」が37.8％、「分別して紙ごみの日に出している」が

15.2％となっています。雑がみリサイクルの余地は大きく、周知啓発によってリサイクル率の向

上が期待できます。 
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問20 あなたは、新聞紙、雑誌・雑がみ、ダンボール、衣類、カン・ビン類などの再生資源集団

回収を利用していますか。（○は１つ） 

再生資源集団回収の利用状況については、「利用している」が72.8％（64.5%）と最も多く、

次いで「たまに利用している」が13.8％（16.0%）となっている。なお、「利用している」と「た

まに利用している」を合わせて約9割（8割）の市民が再生資源集団回収を利用しており、「利用

している」は前回より約12％増えています。 

 

 

 

年齢別にみると、年齢が高くなるほど「利用している」という回答が多くなっています。60歳

代では89.5％、70歳代以上では87.5％の方が「利用している」と回答しています。 

 

 

  


